
細胞の仕組みと働き、遺伝子とDNA
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RNAとアミノ酸からタンパク質を製造

エネルギー(ATP）を製造、
細胞の自死を制御。 mDNAを持つ

遺伝子（DNA/染色体）を格納

(水解小体) 酵素を製造して
不必要な器官を分解、消化

リボソームRNAを製造

細胞外へ分泌されるタンパク質の処理

細胞分裂を制御

用途に応じた液体貯蔵

小胞体
粗面小胞体はタンパク質の製造に関わり、核膜の貯蔵
滑面小胞体は脂質、リン脂質、ステロイドなど製造

骨格を成し、細胞分裂に参加

細胞の運動、活動探知

染色体
細胞分裂の時だけ凝縮して形がはっきりする。
ヒトの細胞は染色体２２対と、1対の性染色体（合計46）がある。

染色体の対は受精の時に片方を父親、もう片方を母親から
譲り受けるので、同じペアでも情報の内容は異なる。

染色体の末端を保護。
衰えると細胞の老化やがんにも関与

染色体の短腕と長腕の交差部分、
細胞分裂の際に活発になる
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lysosome

golgi apparatus

nuclues

nucleolis

centrosome

vacuole

cytoskeleton

celia ・ flagella

セントロメア

テロメア

タンパク質のパッケージによって
DNAのコードをコイル状に収納。
２本のクロマチドはコピーである。

クロマチン（染色分体)

短腕

長腕

ヒストンのタンパク質がDNA
と結合し、ビーズ状の二重螺旋が
巻き付いて格納されている

ヌクレオソーム

四種類の塩基がすべての遺伝子の
コードをまかなっている。
ひとつの染色体の塩基は数百万にも及び、
細胞には30億個の塩基対が入っている

塩基対

chromatin

telomere

nucleosome

base pairs

short (p) arm

long (q) arm


